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本研究を含めた一連の研究では、干渉計と

Computed Tomography(CT)の併用による火炎

近傍の非接触三次元計測手法の確立を目指

している。屈折率は気体の温度に依存するの

で、光路に沿った屈折率積分の計測が可能な

干渉系とCTを併用すれば気体の非接触三次

元温度分布計測が可能となる。このとき、干

渉計の可動域の制約から得られた投影デー

タが不完全なものとなり、また干渉計を稼働

させながら投影データを撮影していること

から S/N比が悪いという点が問題となる。本

研究ではこのような状況を想定し、雑音に対

してロバストな再構成アルゴリズムを作成

したので報告する。 

再構成アルゴリズムは、代数的手法の中で

も収束が早く、精度の高い ML-EM 法[1]を用

い、これに、毎回の繰り返しの最後に移動平

均を内部分布にかけることによりアルゴリ

ズムを改良した。再構成アルゴリズムの妥当

性の評価のために、既知の屈折率分布に対す

る投影データを作成し、再構成を行い、誤差

を比較した。投影データは 90 度分を 1 度刻

みで得られたものに加え、データが得られな

い角度域から１つだけデータを得たものを

重みを考慮の上使用し[2]、ホワイトノイズを

投影データに加えた。 

図 1 に元の内部分布と再構成後の内部分

布を、図 2 にその収束性を平均二乗誤差によ

り示す。図 1より、ノイズによる影響を移動

平均が抑えていることがわかった。また、図

2より、移動平均をかけることにより収束す

ることがわかった。これより、ML-EM法に

移動平均を加えることによって、よりロバス

トなアルゴリズムなることがわかった。 
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